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市債
（9.1%）

12億3,360万円

その他（9.4%）
12億7,737万円

その他交付金（1.3%）
1億7,101万円

地方消費税
交付金

（2.5%）
3億4,587万円

地方譲与税
（1.4%）
1億9,134万円繰越金

（3.1%）

市税
（36.1%）

48億8,523万円

地方
交付税

（22.2%）
29億9,888万円

国・県支出金
（14.9%）
20億2,110万円

4億1,551万円

財  政  事  情
平成25年11月版

　市では､｢大網白里市財政事情の作成及び公表に関する条例｣に基づき､皆さん
から納めていただいた税金等がどのように使われたか､また､使う予定なのかを
知っていただくために､『財政事情』を年2回（5月と11月）公表しています｡今回
は､平成24年度決算の概要と､平成25年度上半期（4月～9月）の収支状況､また､
平成24年度の健全化判断比率と資金不足比率についてお知らせします｡

　平成２４年度の会計の数は、昨年度と同様に一般会計と８つの特別会計の９会計で、歳入決算額２４６億５，７４２万円、歳出決算額２３６億８，０１９万円となりました。
　市制施行という記念すべき年度となり、一般会計の決算額には市制施行のための準備経費や１月から３月までの市制経費が含まれています。この他、耐震改修事業（白里小学校
など）をはじめとした大規模事業も実施しましたが、歳出決算規模では、前年度に大網小学校移転改築事業のほとんどが完了したことから、前年度に比べ減額となっています。また、
国民健康保険特別会計や介護保険特別会計は、給付費が依然として伸び続けているため引き続き増額となっています。
　この他、国の緊急経済対策を受けて平成２４年度に前倒して予算計上を行った大網中学校及び白里中学校の耐震改修事業や道路の舗装補修事業など、一般会計をはじめ、２つの
特別会計とガス事業会計で、約８億１，９００万円の事業費について平成２５年度へ予算を繰越しています。

◆平成24年度会計別決算◆

◆　一　般　会　計　◆

（　　）は、23年度の決算額です。 （百万円） （百万円） （百万円）

※合計に合わせて一部の会計において切上げ・切捨ての処理を行っています。
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ガス事業費用

資本的収入

資本的支出

● ガ ス 事 業 ●
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会 計 名 歳入決算額 歳出決算額
区　　分 決算額

病院事業収益

病院事業費用

資本的収入

資本的支出

● 病 院 事 業 ●

区　　分 決算額

国民健康保険
後期高齢者医療
土地取得事業
公共下水道事業
農業集落排水事業
介護保険
介護サービス事業
土地区画整理事業

一 般 会 計

合　　計

一般会計の内訳 市民１人当たりの市税負担額

平成24年度末………51,028人
平成13年度末………48,904人

※（　）内は各税目ごとの決算額

36，636円
（18億6,946万円）

48,502円
（24億7,498万円）

固定資産税

1，543円
（7,873万円）

3,664円
（1億8,696万円）

軽自動車税

5，329円
（2億7,195万円）

た ば こ 税

個人市民税

法人市民税

歳  入  総  額
約135億3,991万円

歳  出  総  額
約129億2,838万円

平成13年度
…99，872円 ▼

平成24年度
…95，736円

市民１人当たり

教育費
15億9,344万円

12.3%
（学校整備、        

社会教育等に）

その他  116万円  0.1%
（災害復旧費・諸支出金）

公債費
10億2,303万円 7.9%

（借りたお金を返すために）

消防費
7億7,795万円  6.0%

（消防、防災対策等に）

土木費
15億8,177万円  12.2%
（道路、公園整備等に）

商工費
1億2,732万円  1.0%

（商工観光の振興等に）

農林水産業費 4億2,496万円  3.3%
（農林水産業の振興等に）

議会費 1億7,336万円  1.3%
（市議会の運営等に）

総務費
16億7,798万円  13.0%

（窓口サービス、
行政運営等に）

衛生費 16億8,116万円  13.0%
（保健、ごみ処理費等に）

民生費
38億6,625万円
29.9%

（保育費、
  福祉施策等に）

繰出金
21億83万円
（16.3%）

その他
2億3,127万円

（1.8%）

補助費等
19億8,055万円

（15.3%）

維持補修費
7,307万円
（0.6%）

物件費
15億7,611万円

（12.2%）

普通建設事業費 12億6,975万円
（9.8%）

扶助費
19億8,355万円

（15.3%）

公債費
10億2,303万円

（7.9%）

人件費 
26億9,022万円

（20.8%）

性質別 目的別

財政課財政班　（70）0310問
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経常収支比率の推移（普通会計） 普通交付税等の推移
　経常収支比率とは、毎年固定的に支出される経費に充てられた一般財源の割合を
示す指標で、この比率が高いほど財政運営上の自由度が低くなると言われています。
平成24年度は、経常一般財源となる市税等の減少と生活保護給付費等の経常的経費の
増加が重なり、経常収支比率が93.5％となりました。（3.2%増）

　平成24年度の普通交付税は、臨時財政対策債（制度上、普通交付税の一部を市債に
振り替えたもの）を加えた実質的な額で、３５億１千７百万円となりました。
普通交付税は５年連続で増額、臨時財政対策債は前年度並みの結果となりました。

基金現在高の状況（全会計）
　平成24年度末の基金現在高は、約56億5千3百万円です。平成23年度末と
比較すると、各基金の合計で約2億9千5百万円の減額となりました。これは、
当年度に予定した建設事業費や地方債の返済に充てたことによるものです。
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借入金残高の状況（全会計）
　平成24年度末の借入金残高は、全会計合計で約223億1,161万円となり、前年度と
比べ、約１億３千９百万円の減額となりました。これは大網小学校移転改築事業の完了
により平成24年度の借入額が減少し、返済額を下回ったためです。
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◆平成25年度一般会計・特別会計上半期収支状況◆

◆平成24年度決算に基づく健全化判断比率◆

◆平成25年度公営企業の状況（8月31日現在）◆

◆平成24年度決算に基づく資金不足比率◆

◎ガス事業

◎病院事業

（千円、％）
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会 計 名 予算現額 収入率 支出済額 執行率収入済額

区　　分 特別会計の名称
ガス事業会計
病院事業会

公共下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計

-   ( - )
-   ( - )
-   ( - )
-   ( - )

20.0% 
20.0% 
20.0% 
20.0% 

剰余額  580,579 千円
剰余額  354,515 千円
実質収支額  30,524 千円
実質収支額  11,588 千円

資金不足比率 経営健全化基準 備　　考将来負担比率

大網白里市比率 -  (-) -  (-) 11.1%
 (11.5%) 55.4% (54.7%)

13.49%

20.00% 30.00% 35.0% -
18.49% 25.0% 350.0%早期健全化基準

財政再生基準

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

国民健康保険

後期高齢者医療

土地取得事業

公共下水道事業

農業集落排水事業

介護保険

介護サービス事業

土地区画整理事業

一 般 会 計

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、平成24年度決算に基づく「健全化判断比率」を算定したところ、
いずれの指標におきましても早期健全化基準を下回る数値となりました。

(1)実質赤字比率………一般会計等の実質赤字の標準財政規模（※）に対する比率
(2)連結実質赤字比率…全ての会計の実質赤字の標準財政規模に対する比率
(3)実質公債費比率……公債費及び公債費に準じた経費の標準財政規模に対する比率
(4)将来負担比率………一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率
　 ※標準財政規模……地方公共団体が通常収入されるであろう経常的一般財源の規模を表すものです。

資金の不足額●資金不足額は発生していないので、
　「-」と記載
●（　　）内は前年度数値

●実質赤字額、連結実質赤字額は発生していないので、「-」と記載　●（　　）内は前年度数値
●参考の「早期健全化基準」と「財政再生基準」は国の定める基準であり、各指標のいずれか１つでも
　基準を上回ると、国の監視のもとで財政健全化や財政再生に向けて計画的に取り組まなければ
　ならなくなり、事実上、予算が制限されます。

＝資金不足比率
事業の規模

また、公営企業会計における「資金不足比率」を算定したところ、資金不足の発生した公営企業はありませんでした。

区　分

調定戸数

販売量

平均使用量

平均売上額

11,148戸

324,140㎥

29.1㎥

2,706円

55,693戸

2,660,090㎥

47.8㎥

4,061円

８　月 ８月末累計

区　分

※８月末累計

入　院

外　来

11,832人 

31,641人

77.3人

298.5人

患者数
（８月末累計）

１日平均
患者数（※）

科　目

ガス事業
収益

ガス事業
費用

678,290

667,925

244,578

179,181

36.1

26.8

予算現額
（千円）

収入・支出
済額（千円）

収入・執行率
（％）

科　目

病院事業
収益

病院事業
費用

2,251,471

2,222,246

709,491

789,864

31.5

35.5

予算現額
（千円）

収入・支出
済額（千円）

収入・執行率
（％）


	toku1
	toku2

